A study on the role of futures market in modern agriculture by 林 文強
先物市場が現代農業に果たす役割に関する研究:平
成23年度資源環境経済学講座修士論文要旨
著者 林  文強
雑誌名 農業経済研究報告
号 43
ページ 129
URL http://hdl.handle.net/10097/56360
先物市場が現代農業に果たす役割に関する研究
A study on the role ofmtures market h mode- agncultue
林文強(フィールド社会技術学)
【目的】
中国は巨大な人口を抱えており､その内､農村人口は半分以上を占めている｡農村地域の発展は中国の全
体の発展及び社会安定に不可欠な要因とも言える｡しかし､工業部門を支援するために､政府は人為的に農
産物の価格を低い水準に定め､鋏状価格差(price scissor)を通じて､農家の利益の犠牲を対価として､工
業を急速に成長させた｡長年に渡る歪んだ政策の結果は農業収入の低下や農村の不振として問題となってい
る｡都市対農村の格差はすでに1986年の2. 12倍から2007年の3. 33倍までに拡大していく｡これらの問題
を解決するのに､政府は農業税の廃止や農業補助金の追加などの政策が出されたが､農家の利益がなかなか
向上し得ない｡そこで､市場的な手段が必要だと考えている｡
現代農業において､農産物先物市場の有益性を証明した上で､その活用によって､農業の発展､農家収入
の増加､農村の振興を図っていくことが目的である｡
【材料と方法】､
本論文は理論モデルで先物市場が企業の安定経営や利益増加に積極的な意義を有することを分析して新た
な売買関係を求める理由を説明し､それに､トリクルダウン効果で農家の収入増加の可能性を推測し､実例
をもってその推測を確かめた上で､農家にとっての先物市場の間接的な影響を証明する｡
また､ 2009年6月から､ 2011年5月にかけて約2年間のデータを用い､国際先物市場､国内先物市場と現
物市場の価格の因果関係を検証することで農家にとっての先物市場の直接的な影響を確かめる｡
【結果と考察】
モデル分析から､価格の安定化だけではなく､先物市場の活用によって､業者の儲かる機会が増えるにつ
れ､より協力的な売買関係が必要となることが分かった｡そして､事例分析を通じて､先物市場が業者の安
定経営と農家の収益の向上というwin-winの関係構築に役に立つことを確認することが出来た｡
実証研究を通じ､中国先物市場の発展とともに､現物市場に与える影響力が拡大していくこと及び国際市
場の影響より､中国先物市場が現物市場に与える影響のほうが大きいということが分かった｡これで､先物
が現物に対して､価格形成機能を持つということが明らかになった｡
論文の全体を通して､現代農業にとって､先物市場が-ツジや現物引渡し機能による農家の収益増､合作
社の促進による農業の大規模生産､先物と現物の価格因果関係による農業生産指導という三つのメリットを
持つことが明らかになった｡しかも､部分地域や農産物関連企業は先物市場を活用している｡その活用の過
程においては様々な課題がまだ残っているが､大切なのは先物市場を利用する意識である｡したがって､政
策決定者から農家に渡って､社会全体が先物市場に対する正確な再認識が必要である｡その再認識を達成す
るには､より多くの研究や知識普及の努力が期待されている｡
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